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宿泊施設受入れ時の注意事項（１／１）

注 意 事 項

全 般

生活の
サポート

健康管理

ゴミ対応

〇 宿泊者への対応は電話が原則（連絡先を決めておく。）
〇 対面して対応する時は、手袋・サージカルマスク・ゴーグルを装着

〇 食事・シーツ等を配るときは、直接受け渡しをしない。
〇 配布したゴミ袋にゴミをまとめてもらい、決まった時間に部屋の外で回収
〇 居室内の清掃は、宿泊者自身でしてもらう（入居時に清掃用具を配布）。
〇 ビジネスホテルの通常の備品を参考に必要なものを準備する。

（歯ブラシ、ドライヤー、ポット、お茶・コーヒー等）

〇 １日１回内線電話等により健康状態を確認、体温は１日２回測定

〇 宿泊者が出すすべてのゴミは、感染症廃棄物として廃棄
〇 ゴミを回収する際は、手袋、サージカルマスク、長袖ガウンを使用
〇 職員の防護具は医療廃棄物として処理

細部は、厚生労働省作成「新型コロナウイルス感染症の軽症者等の宿泊療養マニュアル」を参照
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品 名 理 由

手指消毒スプレー 何度も手指消毒をするので、携帯タイプが便利

パソコン 健康管理をするときに、他のスタッフと情報共有ができる。

台 車 弁当を運んだり、ゴミを運んだりと、使う機会は多い。

ボールペン 防護衣を着てしまうと、自分のものは持ち込めない。

ハンドクリーム 手指消毒により手が荒れるため。

パーテーション 隔離者とのゾーニングを行うため。

ホワイトボードマーカー 情報を書き込んで、情報共有を図るため。

曇り止めスプレー ゴーグルが曇るので、防護衣を着る前に使うと便利

８色マジックインキ
陽性者へのメッセージボードを作ったり、
表示を色分けしたり、と使う機会は多い。

あると便利なもの（１／１）

自衛隊が活動した上で、「あると便利」だったもの




